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の犯行では サークル活動や学園祭の準備 研究作業などを終えて深夜に帰宅する女子学生が被害にあった。 「帰宅途中、 携帯でメ
ルや電話などをしていて不審者などに気づかない場合も多い」 （同署）という。また、犯人はいずれも若い男である一方、背格好の目撃情報や 行の手口が異なっており が複数いるのはほぼ間違いない。　
同署では筑波大周辺で深












































































年に筑波大と図書館情報大学が統合されて誕生した。同エリア は知識情報・図書館学類、情報メディア創成学類、図書館情報メディア研究科があり 図書の分析・利用法を ぶ図書館学やインターネットなどの報通信技術の研究 行っている。
I C
肺線維症が発症するまで


































































































































































１０１周年記念事業の一つで、 芸術系ギャラリーでは、キャンパスの建物の建設を記録した映像作品「新しい学園をつくる─筑波大学建設記録─」を上 。映像では第一～三エリアや体育・芸術エリア、附属病院などの工事開始から完成ま の過程が紹介されている。　
大学会館アートスペー
スで開かれているのは、１９９０年３月まで芸術系
クールへの出場権は、惜しくも神奈川大のものとなった。 団長の村上駿平さん （物理３年）は「授業がある期間中にどう練習量を確保するか悩んだ」 と振り返った。　
コンクールで演奏したの






















































































































































































筑波大学は研究分野の充実と同時に、 「教育の実質化」を掲げている。 「学びを実社会で生かす体制づくり」が目的だが、それならばグローバル化 波の中、国際社会で必須のコミュニケーション能力を養う「参加型スタイル」の授業を増やしても良い。このような授業が増えれば「国際性の日常化」に向け、学生の意識変革は進む
と思う。
幸い今年、海外留学
や学内の国際交流を支援する「グローバルコモンズ」 が新設された グローバルコモンズの北脇信彦ジェネラル長は 生に、「国際交流を促進する企画をどしどし提案してほ
し」の言葉を残しています。いつの時代にも若者にはチャンスがあるものです。もしもここであきらめていたら、 「今時の若いヤツらはホ マにしょうもない」と言ってはばからな バブル上司の思うつぼです。　
３年生はおそらく就活













































しい」と話した上で、今後「積極的に学生団体との協働をしていきたい」「いくつかの学生団体とは相談を始めて る」と語った。 北脇さんはまた、「世界の舞台で活躍できるグローバル人材 育成」のために 「学生だけでなく教職員にも変革が求められる」ともしている。大学と学生が協働し、お互いの活動を補完すること できれば、 「意識変革」につながる。
今、キャンパスを歩








































































の重さに驚いた。 ったまま泳ごう すると、体が引っ張られ、自分がおぼれてしまいそうにな 。　
だが、 「人命救助」が究
極の目的の競技では 運搬中にマネキンの口と鼻を水面より上側に保持しなけばならない。水底から水面に持ち上げるだけで大変なのに、 それを泳ぎながら 「安全」 運ぶのは相当きつい。最初の挑戦では数㍍も運べ
なかった。　
だが、鶴薗さんの「マネ




























































権大会」に日本代表選手として出場し、団体で３位に入賞した國廣尭之さん（数学４年） 。 さんは、自分が全力で取り組む競技についてどう考え いるのだろうか。一問一答は以下の通り。◆アルティメットとは？　
各７人の２チームで直径
世界で人気高まる
進んでいない。 「五輪競技以外の支援体制がまだ弱く、国からの更なる支援を望んでいる」と日本ワールドゲームズ協会事務局の津田伸幸さ は語 。　
同協会の基本理念は「多







































































































































































には、 「後をつけられ 」 「声をかけられた」などの女子
暗くて、怖い…
車に引き込まれかけた「

















































































た睡眠に関わる遺伝子は二つある。 一つは 「スリーピー」という、睡眠時間を調節する遺伝子。これに異常があるマウスは眠時間が１・５倍以上増えた。もう一つは「ドリームレス」という遺伝子。これに異常 見られるマウスはレム睡眠（夢を見る状態の睡眠）が長く続かなかった。　「いずれも睡眠との関連が全 指摘されてこなかった遺伝子だった」
（柳沢教授） 。成果は新しい睡眠薬の開発研究などへの応用が期待されている。　
これまでの睡眠薬は

























































































































































































































































































































































































































































ピッチに戻った時に花開いた。けがの前ま は相手にぶつかられると ぐに倒れていたが、筋トレのおかげで足腰が鍛えられ、簡単には倒れない体が作れていた。 「けがをしたからこそ、前線で体を張れるという武器を手に入れられたと思う」 と、今は前向きにけがの期間を受け止めてい 。　
目標は日本一になるこ




































































































































































































































まざまな観光スポットがある楽しい場所だと思ってもらえるようにしたい。そて霞ヶ浦だけで く、茨城県の他の観光地にも目を向けてもらいたい」 と語っ 。
人が自殺しており、主要先進国の中では最も多い。ダイグナンさんはこの理由として日本 には自殺で誠意を示そうとしたり、保険金を借金返済に充てようとするなど、責任感を持ち過ぎる傾向があると指摘。 また日本の消費者 融の在り方や自殺した場合にも保険金を支払う保険会社の制度など、社会の構造の問題も訴えた。　
自殺者３万人のうち１万


































































リーダー 必要なものとして自身が がけている６つのＫを紹介。 「感謝」 、 「謙虚」















こちから「これは低いなあ」 「この形は全然だめ！」との会員 声が上がった。先程まで 落ち着いた雰囲気からは想像できない変わり様だ。戸惑った記者が「こんなに奇麗な花火 のに」と言うと、会員の一人 丸い形が崩れていたり、高さが足りなかったりすると奇麗な花火とは言えないんです」と一言。その後も、会員による辛口の「批評会」はしばらく続いた。　
休日に、各地の花火大













きな理由を「色が奇麗だから」 「ただ単に花火大会が好 」と答える。花火が好きな気持ちは、普通の見物客と変わらないのだ。そして彼らの 花火愛」の集大成 、学園祭の打ち上げ花火だ。　
学園祭の準備も佳境に







































































































































































もあり、いつもの場所でいつもの仲間たちと、ライブという特別な空間を共有できる「学園祭ライブ」にあこがれを抱くようになる。しかし、大学３年の秋まで待っても筑波大でライブは行われなかった。 「誰もやらないなら、俺がやるか」 。大学３年の冬、学園祭ライブを１年間かけて企画す ことを決意した。　
まずは協力してくれる人を集めなけ
















た。 「ここにライブを盛り上げる映像を映して、照明の代わりにしてはどうか？」 。そうすれば、照明代や機材の調達代 削減できる。試しに映像を映したところ、 想像以上にうまくいった。こうして行き着いたのが、ライブ ＶＪ（ビデオジョッキー）を呼ぶという案。ＶＪとは、流れる音楽に合わせて即興でさまざまな映像 出し 場を盛り上げる人のこ だ。　
筑波大出身者を含む３人のＶＪを呼










学園祭ライブ当日。２００人を超える観客がホールを埋めた。演奏に合わせて、次々に色や動きを変える映像を、ＶＪがスクリーン代わりの壁に し出す。音楽と映像が融合した空間が観客を包み込んだ。映像に瞳を輝かせる人や、音楽に合わせて体を揺らす人。楽しみ方こそ違うものの、全ての観客が「ライブが好き」 という思いでつながっていた。それはまさに、重野さんが４年間夢に見続けてきた光景 った。　「学園祭ライブを筑波大の伝統にしたい」 と話す。その実現に向け 現在、学園祭ライブ企画は「つくばミュージックプロジェクト（ＴＭＰ） 」として存続し、精力的に活動中だ。代表の座こそ後輩に譲ったものの、中心メンバーの一人と てＴＭＰを支えている。巻き起こした潮流は、今後も音楽好きな学生を巻き込みながら、勢 を増していくに違いない。
（添島香苗＝
生物学類１年）
